
水がめ … 水を運ぶ苦労を体感

現地の生活やユニセフの活動について身近に感じられる教材を貸し出しています。最寄りの貸出機関
にお問い合わせください。往復の送料のみ、ご負担をお願いしております。

水道が整っていない地域で暮らす人びとは最寄りの水場から水をくむ仕事が日課です。子どもの仕事であることも
多く、水くみのために学校へ行く時間が奪われている子どももいます。水くみには、バケツやポリタンクなどさまざ
まな容器が使われます。この水がめは、ネパールなど南アジアで日用品として使われているものと同じ型です。

●およそ13リットルの水が入る。水を入れると15kgほどの重さ。
●女性は腰骨にのせて運ぶことが多い。子どもたちは縄をつけ背中に背負うようにして運ぶことも。
（水を入れて決して頭にのせないでください。）

●真鍮製。より軽いアルミ製のものもある。真鍮製は断熱性に優れ、水を冷たく保つことができる。
●運ぶ体験をする際にはケガに注意。また衝撃を与えると割れるので、取り扱いは丁寧に！

地雷とは、地中や草むらに仕掛けられた爆弾です。中には空からまかれるものもあります。紛争が
終わった後も、簡単には撤去できず、被害を与え続け、復興を妨げます。子どもが手足や命を奪わ
れるような被害にあうこともあります。
ユニセフは、地雷や不発弾はどんなものか、見つけたらどう対処するかなどを子どもたちに教える活動をしています。このキット
は、その教育用に使われている教材をまとめたものです。対人地雷や不発弾の木製レプリカ、地雷教育に使われているポスター
がセットになっています。

本校では、例年1月に代表委員会の子どもたちが中心と
なって「ユニセフ募金」を行いますが、その活動は“定番化”し、
意識が薄くなっているように感じました。そこで、漫然と活動
するのではなく、世界の子どもたちの現状を知ったうえで、
『世界の誰かの役にたちたい！』という気持ちからの活動につ
なげたい、と話し合いました。担当教員でユニセフハウスを訪
問したことをきっかけに、水瓶や蚊帳、地雷レプリカなど豊富
な資料をたくさん借り、2023年に空き教室を使ってはじめて
の「ユニセフミュージアム」を開館、休み時間に学校中の子ど
もたちが自由に見学しました。中には、道徳の授業を活用する

などして来館するクラスもありました。
3年目となった2025年1月のユニセフ週
間。初日のユニセフ集会で、クイズや劇で世界

の現状を知らせながら、ユニセフミュー
ジアムをPRし、翌日から開館しました。
水の入った水がめと空の水がめを
持ち比べるブース、地雷レプリカや蚊
帳の展示コーナー、子どもたちが作っ

たクイズコーナー、世界を知ることができる本の紹介コー
ナー、そして、今年は映像に合わせて子どもたちがアテレコす
る“ユニセフシアター”も設け、大盛況でした。
会場内には、「すべての子どもに、 を。」カードを用意。
言葉を書き込んだカードを飾るコーナーを設け、たくさんの言
葉が集まりました。（初年度、このカードは「ユニセフミュージ
アム招待状」として朝の募金活動時に渡していました）
さらに今年は、保護者向けに放課後も開館し、見ていただく

ことができました。
教員にとっても、ユニセフ活動期間は、世界に思いを馳せる
貴重な機会・時間となっています。一時的なものではなく、こ
れからも、頭のどこか片隅で「世界を変えることができるのは
教育だ」という意識をもっ
て子どもたちと関わり続け
たいと思います。

町田市立鶴川第一小学校（小山内 佐和先生）ユニセフミュージアムを作っています！
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蚊帳（かや） … マラリアを予防する蚊帳に日本企業の技術

幼い子どもの主要な死因のひとつでもあるマラリアは、熱帯に生息するハマダラカが媒介する病気です。
ハマダラカは夜行性で、夜、蚊帳のなかで眠るだけで大きな予防効果があります。

地雷レプリカ … 紛争が終わった後も被害をもたらし続ける

ユニセフの資料と貸出教材を活用

ユニセフは、地雷や不発弾はどんなものか、見つけたらどう対処するかなどを子どもたちに教える活動をしています。このキット

●繊維から防虫成分が徐々に染み出る技術を日本企業が開発、この蚊帳に生かされている。
約3～5年にわたって防虫効果が持続する。

●WHO（世界保健機関）もこの“長期残効型蚊帳”の効果を認め、使用を推奨。
●子どもの命を守るユニセフの代表的な支援物資の一つ。

蚊帳
豆知識

詳しいレポートを
ウェブページで公開中

▶▶▶ P.30
＜申込日　　　　　年　　　月　　　日＞

ユニセフ資料 申込用紙
■ 送付先情報
学校 /園名

ご担当者名（職） 　（ ）

ご住所
〒　　　　－

電話 　（　　　　） FAX 　（　　　　）

Eメール

■希望資料
※ 希望する資料の数量を記入してください。下記以外の資料をご希望の方は空欄に希望資料名と数量をご記入ください。

資料名 単価 希望数
ユニセフ活動の手引き 無料 冊
テーマポスター 無料 枚
「ユニセフこども通信」（ユニセフ学校通信）
2025年　　枚 ・ 2024年　　枚 ・ 2023年　　枚 ・ 2022年　　枚

無料 左に記入

子どもチラシ 無料 枚
ユニセフ手帳 無料 枚

絵本教材
「ユニセフとえがおのひみつ」 1冊無料、2冊目から140円 冊
「ちきゅうからのしつもん」 1冊無料、2冊目から60円 冊

世界子供白書
2023年（日本語要約版） 1,130円 冊
2021年（日本語要約版） 1,000円 冊
2019年（日本語版） 1,100円 冊

厚紙製組み立て式募金箱 無料（原則1校4個まで） 個
ユニセフ文化祭セット（ご希望の方は☑を入れてください） 無料 □
ユニセフDVD学習教材　※ご希望の年度に○をつけてください。
2025年 ・ 2024年 ・ 2023年 ・ 2022年 ・ 2021年 ・ 2020年

無料（各年度1枚まで） 左に記入

SDGs副教材「私たちがつくる持続可能な世界」 無料 枚
【先生向け】SDGs副教材　指導用参考資料 無料 枚
学習資料　子どもの権利条約（第1～40条抄訳一覧付き） 無料 冊
子どもの権利条約カードブック 1冊無料、2冊目から60円 冊
【先生向け】子どもの権利を大切にする教育　先生のための実践ガイド 無料 冊
【先生向け】ユニセフCREハンドブック
「子どもの権利条約」を学級経営に生かそう 無料

冊
【先生向け】ユニセフCRE実践記録 + 授業プラン
つくってみよう！「子どもの権利を大切にする学級目標」 無料

冊
冊子どもの権利とスポーツの原則 1冊無料、2冊目から170円

都・道
府・県

※ 有料資料については、資料送付時に、資料代を記載した振込用紙を同封いたします。

送信先：（公財）日本ユニセフ協会　学校事業部　行
FAX：03-5789-2034　TEL：03-5789-2014　Eメール：se-jcu@unicef.or.jp
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